
 

 

 

 

 

報道関係者 各位 

2024年 3月 14日 

野原グループ株式会社 

BIM 設計-製造-施工支援プラットフォーム BuildApp 

デジタルツイン施工管理支援サービス「Stages」に、面積分析機能を追加 
～既存建物の改修工事で、内装材（壁・床・天井・開口部）の概算見積り算出を効率化～ 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

■Stages の新機能「面積分析」では、VR 空間上で⾯積を計測したい領域を線分で囲むことにより⾯積計測が可能 

BuildAppで建設 DXに取り組む野原グループ株式会社(本社：東京都新宿区、代表取締役社長：野原弘輔)

は、2023年 12月にサービス提供を開始した、BIM設計-製造-施工支援プラットフォーム BuildApp（ビルド

アップ）の BIMi-XRii施工支援サービスの「Stages（ステージーズ）」に、「面積分析機能」を追加したこと

をお知らせいたします。サービス利用料は、現場（物件）単位でのクラウド使用料等が含まれ、為替レート

の影響も受ける為、お問合せをお願いします。 

従来、既存建物の改修工事では、図面がないことも少なくなく、施工前の現場把握、建設資材の概算見積

の算出、施工進捗や施工状況の確認のためには現場訪問が必要であり、多くの時間を費やしていました。し

かし、2024年 4月からは建設業における時間外労働の上限規制の適用が開始されます。 

Stages の面積分析機能を活用すれば、従来図面がなく現場に赴き測量することが多かった既存建物の改

修工事において、オフィスにいながら VR空間上で面積を算出し、内装材（壁・床・天井・開口部）の概算

見積り業務を効率化できます（新築工事の活用シーンは P3に紹介）。 

野原グループは、「建設 DX で、社会を変えていく」ため、BIM設計-製造-施工支援プラットフォーム

「BuildApp（ビルドアップ）」で、建設の全工程のプロセス変革に挑戦しています。BuildAppの施工管理向

けサービス「Stages（ステージーズ）」は、施工段階ごとに Matterportシステム等の VR撮影/3D測量によ

り取得できる VR撮影データを使い、施工管理の質と効率性を向上します。私たちは、建設プロジェクトに

おけるデジタルツインiii活用を促進し、施工関係者の業務効率化と施工プロセスの変革を支援します。 



 

デジタルツインによるVR施工管理「Stages（ステージーズ）」の面積分析機能とは 

野原グループは、2020年 8 月から Matterport社の日本国内販売リセラーを務めておりiv、建設・不動産

業界におけるデジタルツイン(3D/VR空間モデル)の活用支援に注力しています。 

「Stages（ステージーズ）」は、施工段階ごとに Matterportシステム等の VR 撮影/3D測量により取得で

きる VR撮影データを使い、施工管理の質と効率性を向上できるサービスです。建設中から完成までの各段

階の 3D空間画像を重ね合わせ、視覚的に分かりやすい VR空間上で施工履歴管理、従来難しかった、建物

完成時には確認できない隠ぺい部の施工履歴や施工証明を実現しますv。 

今回追加した「面積分析機能」は、VR空間上で、面積を計測したい領域を線で囲むだけで面積が計測で

き、内装材（壁・床・天井・開口部）の概算見積りに活かすことができます。異なる⾯積領域を⾊分けし

カテゴリー化し、複数の⾯積領域をグルーピングして合算しリストを出⼒することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Stages の新機能「面積分析」では、異なる⾯積領域を⾊分けしカテゴリー化し、内装材ごとの概算見積りにも有効 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Stages の新機能「面積分析」では、⾯積の合算や引き算も可能 



 

●「Stages（ステージーズ）」の面積分析機能 

開始時期 2024年 3月 14日 

主な活用シーン いずれも、現場に行くことなく遠隔対応が可能 

●既存建物工事 

設計図書のない既存建物の改修工事での、内装材（壁・床・天井・開口部）の概算

見積り算出 

●新築工事 

商業施設などの新築工事における C工事（テナント工事） 

・入居前のテナントによる内装検討 

・工事会社による現場乗り込み前の最終的な建材数量の確認 

主な機能 内装材（壁・床・天井・開口部）の概算見積りに有効 

・VR空間上で、計測したい領域を線で囲むだけで改修工事の対象面積を算出 

・異なる面積領域の色分け、カテゴリー化、リスト化が可能 

・異なる面積領域の合算、引き算が可能 

サービス利用料 現場（物件）単位でのクラウド使用料等が含まれ為替レートの影響も受ける為、お問

合せをお願いします。 

WEB https://www.nohara-vdc.jp/matterport/stages/ 

開発企業 SIMLAB（シムラボ）vi、野原グループ株式会社 

問い合わせ先 野原グループ株式会社 BuildApp 

事業統括本部 建設 DXソリューション営業部 

担当：原田 

フォーム入力 https://www.nohara-vdc.jp/matterport/contact/  

メール matterport-sales@nohara-inc.co.jp  

その他 Stages の「面積分析」以外の主な機能は、次の通りです。 

1.施工履歴を時系列で、分かりやすく管理 

・任意の頻度で施工状況を VR撮影し、翌日にはデジタルツインとして、いつで

もどこでも閲覧可能 ※通信環境の整備が前提 

2.施工計画と施工状況の比較ができる 

・2D 図面、BIM データ、点群データviiなどを重ね合わせられるので、計画内容と

実際の施工状況の差異を追跡、解決しやすい 

3.デジタルツインの中でコミュニケーション 

・ペンツールやボイスメモを使用してメモを残せるので、遠隔での施工管理/設

計監理が可能（監理者が実際に現場に行かなくとも遠隔地から確認・指示がで

きるようになりまる） 

・デジタルツインの中に情報を集約 

 

 

 

 

 
■Stages ではデジタルツインをフル活用して施工管理業務の質と効率性の向上が期待できる 

写真：デジタルツインで時系列順に、かつ遠隔から施工履歴を管理するイメージ 
 

https://www.nohara-vdc.jp/matterport/stages/
https://www.nohara-vdc.jp/matterport/contact/
mailto:matterport-sales@nohara-inc.co.jp


 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■BuildApp のサービス群完成イメージと Stages（ステージーズ） 
※Stages は、BuildApp の施工管理向けサービス群（BIM-XR施工支援）の一つです。 

BIM設計-製造-施工支援プラットフォームBuildApp（ビルドアップ）とは 

BIM 設計-製造-施工支援プラットフォーム BuildApp（ビルドアップ）は、設計事務所やゼネコンが作

成した BIM設計データをより詳細なデータにし、各建設工程で必要なデータとして利活用し建設工程全体の

生産性向上を実現するクラウドサービスです。 

設計積算から製造・流通・施工管理・維持管理まで

を BIM でつなぐ複数のサービスにより、各プレイヤ

ーに合わせたサービスを提供しています。 

設計･施工の手間･手戻りをなくし、製造･流通を最適

化して、コスト削減と廃棄物･CO2削減に貢献します。 

私たちが BuildAppで実現したいこと 

・BIM起点のデータで建設関係者を繋いで連携を生む 

・工程の可視化や業務の自動化により業界内の無駄を解消する 

・DXviiiによる生産性向上や廃材・CO2 排出量の削減を目指す建設企業とともに、サプライチェーンixを変革

し、「建設 DXで、社会を変えていく」 

以上 

野原グループ株式会社について 

野原グループ株式会社を中心とする野原グループ各社

は、「CHANGE THE GAME.クリエイティブに、面白く、建設

業界をアップデートしていこう」のミッションのもと、

変わる建設業界のフロントランナーとしてステークホル

ダーの皆さまとともに、サプライチェーンの変革と統合

を推し進めます。 

社会を支える建設産業の一員である私どもが、業界から排出される廃材量や CO2の削減、生産性向上による

働き方改革を実現し、サステナブルに成長していく未来の実現を目指します。https://nohara-inc.co.jp 

 

https://nohara-inc.co.jp/


 

【お客さまからの問合せ先】 

野原グループ株式会社 

BuildApp事業統括本部 建設 DXソリューション営業部（担当：原田） 

E-mail：matterport-sales@nohara-inc.co.jp  

【本件に関する報道関係者からの問合せ先】 

野原グループ株式会社 

ブランドコミュニケーション課 (担当：森田・齋藤) 

E-Mail：nhrpreso@nohara-inc.co.jp  

 

 
i BIM（ビム）とは、国土交通省によれば、「Building Information Modelling」の略称で、コンピュータ上に作成した 3 次元

の形状情報に加え、室等の名称・面積、材料・部材の仕様・性能、仕上げ等、建築物の属性情報を併せ持つ建物情報モデル

を構築することです。 
ii XR とは、エクステンデッド・リアリティ（Extended reality、XR）を言い、「VR」「AR」「MR」などの総称。VR（仮想現実）

は、仮想の世界を現実のように体験できる技術。AR（拡張現実）は、現実の世界に仮想の世界を重ねて体験できる技術。現

実世界の映像があり、その上に仮想世界の情報が重なるイメージ。MR（複合現実）は、現実に仮想世界を“融合させる”こ

とができる。 
iii デジタルツインとは、現実の建物がバーチャル空間において再現されている状態を指します。 
iv 野原グループが運営する、Matterport 社の国内リセラーサイトでは、マーターポートカメラの販売の他、マーターポート

カメラの活用セミナーも多数開催しています。【WEB】https://www.nohara-vdc.jp/matterport/  
v 施工現場の VR 撮影データを重ね合わせて閲覧・管理できる施工管理支援サービス「Stages（ステージーズ）の開発背景、

解決したい業界課題の詳細は、2023 年 12 月の野原グループ発表資料をご覧願います。 

https://nohara-inc.co.jp/news/release/8356/  
vi SIMLAB はポーランドに本社を置く企業で、野原グループ株式会社は同社の開発パートナーです。SIMLAB の詳細はこちらか

ら。 
vii 点群データとは、「位置情報（X,Y,Z）と色情報（R,G,B)を持った点の集合データ」のことを指します。地形や物体などを

「大量の点の集合体データ」として表現することで、土木から製造まであらゆる分野で応用できるのが特徴です。主にレー

ザースキャナーを用いてデータを取得できるため、従来の実地測量と比べてスピーディーで正確な値となります。詳しく

は、BuildApp News をご覧ください。https://news.build-app.jp/article/13306/  
viii DX（デジタルトランスフォーメーション）とは、経済産業省の定義によれば「企業がビジネス環境の激しい変化に対応

し、データとデジタル技術を活用して、顧客や社会のニーズを基に、製品やサービス、ビジネスモデルを変革するととも

に、業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・風土を変革し、競争上の優位性を確立すること」を指し、単なるデジタ

ル活用とは区別されています。 
ix サプライチェーンとは、商品や製品が消費者の手元に届くまでの、調達、製造、在庫管理、配送、販売、消費といった一

連の流れのこと。 

mailto:matterport-sales@nohara-inc.co.jp
mailto:nhrpreso@nohara-inc.co.jp
https://www.nohara-vdc.jp/matterport/
https://nohara-inc.co.jp/news/release/8356/
https://simlabinc.com/
https://simlabinc.com/
https://news.build-app.jp/article/13306/

